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【昨日の市況概要】 公示仲値 108.72

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 108.61 1.2430 135.02 1.4150 0.8116
SYD-NY High 109.20 1.2435 135.34 1.4158 0.8118
SYD-NY Low 108.51 1.2337 134.34 1.4026 0.8074
NY 5:00 PM 108.96 1.2383 134.95 1.4076 0.8095

NY DOW 26,439.48 ▲ 177.23 日本2年債 -0.1300 0.00bp        
NASDAQ 7,466.51 ▲ 39.27 日本10年債 0.0800 1.00bp        

S&P 2,853.53 ▲ 19.34 米国2年債 2.1183 0.00bp        
日経平均 23,629.34 ▲ 2.54 米国5年債 2.4937 2.44bp        

TOPIX 1,880.45 1.06 米国10年債 2.6983 3.93bp        
ｼｶｺﾞ日経先物 23,560 ▲185.00 独10年債 0.6890 6.40bp        

ﾛﾝﾄﾞﾝFT 7,671.53 5.99 英10年債 1.4530 1.15bp        
DAX 13,324.48 ▲15.69 豪10年債 2.8285 1.00bp        

ﾊﾝｾﾝ指数 32,966.89 ▲ 187.23 USDJPY 1M Vol 8.55 ▲0.00%
上海総合 3,523.00 ▲ 35.13 USDJPY 3M Vol 8.52 ▲0.06% 　

NY金 1,340.30 ▲11.80 USDJPY 6M Vol 8.58 ▲0.01%
WTI 65.56 ▲0.58 USDJPY 1M 25RR -1.18 Yen Call Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 199.54 ▲0.98 EURJPY 3M Vol 8.44 0.07%
ドルインデックス 89.36 0.29 EURJPY 6M Vol 8.63 0.00%
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【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

1月29日 22:30 米 個人所得(前月比) 12月 0.4% 0.3%

22:30 米 個人支出(前月比) 12月 0.4% 0.4%

22:30 米 PCEコアデフレーター(前月比/前年比) 12月 0.2%/1.5% 0.2%/1.5%

【本日の予定】

Date Time Event 予想 前回

1月30日 8:30 日 失業率 12月 2.7% 2.7%

19:00 欧 GDP（前期比/前年比）・1次速報 4Q 0.6%/2.7% 0.6%/2.6%

22:00 独 CPI（前月比/前年比)・速報 1月 -0.6%/1.7% 0.6%/1.7%

1月31日 0:00 米 消費者信頼感指数 1月 123.0 122.1

0:30 英 カーニーBOE総裁講演 - - -

- 米 FOMC（1/31まで） - - -

11:00 米 一般教書演説 - - -

【予想レンジ】
通貨ペア

想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：山本・坂本

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基づい
て作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投資に関す
る最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で引用または複
製することを禁じます。
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海外時間のﾄﾞﾙ円は108円台後半での推移が続き108.86ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方発表された米12月個人所得は予想を上回
り、米12月個人支出も予想通りの結果となったが市場の反応は限定的。その後発表された米1月ﾀﾞﾗｽ連銀製造業活動が
予想を上回ったことや、ﾛﾝﾄﾞﾝﾌｨｸｼﾝｸﾞにかけてﾄﾞﾙ買いが強まり、ﾄﾞﾙ円は海外時間高値109.05を抜け、日中高値109.20ま
で上昇。しかし、翌日のﾄﾗﾝﾌﾟ大統領の一般教書演説やFOMCを控えた調整から米株がﾏｲﾅｽ幅を拡大したことや、米金利
も冴えない中ﾄﾞﾙ買いは続かず、ﾄﾞﾙ円は108.90まで反落。その後は大きなｲﾍﾞﾝﾄを週中に控え109.00付近での推移が続
き、108.96ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした。一方ﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.24台前半での推移が続き、1.2385ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方は海外市場でﾌﾟﾗｰ
ﾄ理事が「（債券買い入れ策について）突然終了させるよりも3ヶ月程度かけてｾﾞﾛにする方針を支持している」との発言を受
けて上値の重い推移が続き1.2345まで下落。1.2374まで反発したが、ﾛﾝﾄﾞﾝﾌｨｸｼﾝｸﾞにかけてﾄﾞﾙ買いが強まりﾕｰﾛﾄﾞﾙは下
値1.2337まで下落。しかし「ECB：金融緩和は短いﾃｰﾊﾟﾘﾝｸﾞで終わる」とのﾍｯﾄﾞﾗｲﾝを受けてﾕｰﾛ買いが強まりﾕｰﾛﾄﾞﾙは
1.2390まで上昇し、1.2383ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした。

東
京

東京時間を108.61ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。序盤はﾀﾞﾎﾞｽ会議での黒田総裁発言が意識され上値重く推移したが、108円半ばでは相
応にﾄﾞﾙ買い意欲あり、正午にかけて109円付近まで上昇した。その後、109円をﾌﾞﾚｲｸ出来ずに伸び悩み、さらに日経平均
株価が下げに転じるとﾄﾞﾙ円は再び108円半ばまで下落したが、やはり同水準では買い支えられ、結局108.85ﾚﾍﾞﾙで海外
時間に渡った。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場ﾄﾞﾙ円は様子見となった。108.85ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。先週の日米要人の発言を受けたﾄﾞﾙ円の売りは小休止し30、31
日のFOMCや月末のﾌﾛｰを気にしてか108円台後半で方向感の掴み難い展開となった。108.86ﾚﾍﾞﾙでﾆｭｰﾖｰｸへ渡った。ﾎﾟ
ﾝﾄﾞﾄﾞﾙはじり安。1.4139ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。欧州連合は本日、英国の離脱交渉を議題にﾌﾞﾘｭｯｾﾙで総務理事会を開き、移行期
間に関する交渉を欧州委員会に認める「交渉指令」を採択する予定である。しかし、今後の英政府のﾌﾞﾚｸﾞｼﾞｯﾄ交渉先行き
不安や英首相の指導力への懸念からGPBは1.4058までじり安となり調整売り地合いが強いままﾆｭｰﾖｰｸへ渡った。

昨日海外時間のドル円は方向感の出ない展開。欧州時間序盤は本邦政府高官のけん制発言や米金利上昇にドル
円は108円台後半から109.05円まで上昇するもクロス円が下落する流れにドル円も反落し108.60円台まで反落。米12
月PCEコアは市場予想通りの結果となり為替相場への影響は限定的となるも、ロンドンfixingにかけてフロー主導で
109.20円まで上昇。その後は米金利低下に108円台後半まで戻り売られた。本日のドル円は109円絡みでの小動きを
予想する。今週は週後半にFOMCや米雇用統計を控えており、足下継続してきたドル売りに一服感が出ると考える。
ただし、トランプ大統領の一般教書演説をきっかけとしたドルのショートカバー等神経質な値動きには警戒が必要か。
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